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紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
美
し

い
郷
づ
く
り
部
会
で
は
「
紀
美
野
町
を
桜
の

町
に
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
の
花
「
サ
ク
ラ
」
を
育
て
ま
せ
ん
か
？

①
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
②
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
③
河

津
桜
を
希
望
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
１
本
５
０
０
円

で
お
分
け
し
ま
す
。

苗
木
は
、
２
月
～
３
月
頃
の
配
付
に
な
り

ま
す
。（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
み

本
数
の
調
整
を
お
願
い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。）
配
付
準
備
が
出
来
次
第
、
ご
連
絡

し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

　
１
月
７
日（
火
）～
27
日（
月
）17
時
ま
で

■
注
意
事
項
等

・
桜
を
植
え
る
土
地
が
農
地
の
場
合
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

・
町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

・
配
達
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
食
害
防
止
チ
ュ
ー
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
そ
れ
ぞ
れ
苗
の
樹
高
に
つ
い
て
は
、
１
ｍ

～
２
ｍ
程
度
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
・
配
付
場
所

　
紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
美
し
い
郷
づ
く
り
部
会
事
務
局

　
（
美
里
支
所
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

　
紀
美
野
町
神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

申込フォームからも
申込可能です！

給
食
調
理
場
建
築
工
事
は
三
月
完
成
予
定

で
、
準
備
期
間
を
経
て
本
格
稼
働
は
二
学
期

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
三
年
九

月
に
着
工
し
た
下
佐
々
浄
水
場
更
新
工
事

は
、
既
に
新
し
い
施
設
で
作
ら
れ
た
水
道
水

を
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
供
給
し
て
お
り
、
残

り
の
工
事
を
含
め
、
す
べ
て
の
工
事
は
二
月

末
に
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
庁
舎

新
築
工
事
に
つ
い
て
も
、
工
事
が
順
調
に
進

み
二
月
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
生
活
を

守
る
施
策
や
子
育
て
支
援
策
な
ど
を
積
極
的

に
展
開
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
町
・

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、町
民
の
皆
さ
ん
に
は
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
発
生
件
数
が
多
く
災
害

復
旧
工
事
は
未
だ
継
続
中
で
あ
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
発
生

確
率
は
年
々
高
ま
り
、
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
職

員
一
同
さ
ら
に
緊
張
感
を
持
っ
て
、
徹
底
し

た
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
四
月
一
日
、「
野
上
中
学
校
」
と

「
美
里
中
学
校
」
は
新
た
に
「
紀
美
野
中
学

校
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
両
校

が
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
伝
統

は
、
紀
美
野
町
唯
一
の
中
学
校
で
未
来
へ
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
こ
と
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
き
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
は
町
行
政
の
推
進
に
多
大
な
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
豪
雨
や
台
風
に
よ

り
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
能
登

半
島
地
域
で
は
、
九
月
の
豪
雨
に
よ
り
再
び

被
災
さ
れ
、
自
然
の
脅
威
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
、
昨
年
大
き
な
災
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
昨
年
六
月
二
日
の

線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害
は
忘
れ
る
こ

自
分
の
（
ｍ
ｙ
）
桜
を
育
て
て
み
よ
う
！

紀
美
野
町
長

　
　

小　

川　

裕　

康

年頭のごあいさつ
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令
和
７
年
４
月
紀
美
野
中
学
校
開
校
の
た

め
、
令
和
６
年
度
末
で
、
野
上
中
学
校
は
67

年
間
、
美
里
中
学
校
は
42
年
間
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
両
校
の
閉
校
式
典
を
次
の
と

お
り
執
り
行
い
ま
す
。
な
お
、
出
席
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

【
野
上
中
学
校
閉
校
式
典
】

・
日　
時　
３
月
22
日
（
土
）
10
時
～

・
場　
所　
野
上
中
学
校
体
育
館

【
美
里
中
学
校
閉
校
式
典
】

・
日　
時　
３
月
22
日
（
土
）
14
時
～

・
場　
所　
美
里
中
学
校
体
育
館

※
申
し
込
み
は
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
（
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
で
「
参
加
中
学
校
名
」「
ご

氏
名
」
等
を
入
力・送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
締
切　
２
月
21
日(

金)

　
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
し
ま
す
。

※
式
典
後
、
各
中
学
校
に
よ
る
催
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※
天
候
等
で
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の
８
時

に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
し
ら
せ
し
ま

す
。

問　

教
育
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
０

昨
年
九
月
に
は
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員

定
数
を
十
二
人
か
ら
二
人
減
じ
十
人
と
す
る

条
例
改
正
案
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議

に
お
い
て
賛
否
両
論
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
可
決
、
令
和
九
年
執
行
予
定
の
紀
美

野
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
事

機
関
と
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
活

動
の
充
実
や
機
能
強
化
な
ど
議
会
活
性
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
今
年
の
干
支
「
巳
」
に
あ
や
か

り
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
大
き
く
飛
躍

を
遂
げ
「
実
」
を
結
ぶ
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

れ
る
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
議
会
報
告
会
や

区
長
の
皆
さ
ま
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
参
加
さ

れ
る
方
々
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
気

軽
に
発
言
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
地
域
を
細
か
く
分
け
、
地
区
の
皆
さ
ま

と
の
懇
談
会
と
し
て
、
二
月
に
小
畑
地
区
と

真
国
地
区
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご

要
望
を
い
た
だ
き
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
後
の
常
任
委
員
会
で
取
り
上
げ
、
町
に
働

き
か
け
る
な
ど
対
応
い
た
し
ま
し
た
。
懇
談

会
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
本
年
二
月
に
動

木
・
緑
ヶ
丘
・
平
・
希
望
ヶ
丘
・
柴
目
・
長

谷
・
か
し
こ
池
地
区
を
一
つ
と
し
て
、
ま
た

長
谷
毛
原
地
区
を
対
象
に
、
二
か
所
に
お
い

て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
議

会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
議
会
活
動
に
対
す
る

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一

同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
に

は
宮
崎
県
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
発
生

後
、初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
巨

大
地
震
注
意
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
基
礎
自
治
体
が
し
っ
か
り
機

能
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
常
に
災
害
に

対
す
る
心
構
え
や
予
防
保
全
の
重
要
性
を
認

識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
要
望
等
生
の
声
に
触

野
上
中
学
校
・
美
里
中
学
校

各
閉
校
式
典
の
ご
案
内

紀
美
野
町
議
会
議
長

　
　

美　

野　

勝　

男

紀美野町HP
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11月１日、国吉地区に地域おこし協力隊員が着任しました。これから合同会
社 Knots Community（代表：片桐 翔太さん 写真左）と共に若者の移住定住
促進と国吉地域のコミュニティづくりを行うことで、地域活性化の推進に取り

組みます。町内で見かけましたらお声がけいただければ幸いです。どうぞよろしくお願いします。
【一言】みなさんこんにちは！私はインド出身のプリティ・セルヴァニです。幼い頃から、日本人の勤勉さ
や親切心を聞いて育ちました。インドではIT企業に就職したときも日本の人々と一緒に仕事をする機会があり、
さらに日本への興味が深まり、紀美野町と出会いました。まだまだ日本語は勉強中ですが、みなさんとたくさ
ん話をして、もっと紀美野町を知り、世界に紹介したいと思っています。会ったときには、ぜひ色々なことを
教えてください。よろしくお願いします！

現在、紀美野町をはじめとする高野山麓の一帯にはカヤノキ（カヤ・ヒダリマキ
ガヤ）が多く分布し、全国的にみてもカヤノキが特に集中している地域です。

古くから、カヤの実を搾った油は灯明用や食用として貴重でした。とくに高野山
では大量のカヤ油を必要としたため、山麓の村々から油を納めたといわれています。
また、紀美野町一帯では、昭和まで油を搾るだけでなく、食用・薬用・蚊除け・建
材など様々な利用がされており、今でもカヤノキをめぐる歴史と民俗が確認できま
す。

今回の講座では、全国の事例とともに、高野山麓におけるカヤノキについての歴
史と民俗がいかに特徴的で貴重なものなのかを紹介していただきます。

11月24日に文化センター（木の温もり広場）で紀美野町農林商工まつり・
柿の市が開催され、約4,000人の来場客により大いに盛り上がりました。

開会セレモニーでは、農産物品評会に出品された87点の中から選ばれた
14人の方に各賞が贈られました。会場内では、飲食ブースを始め、農産物・
地場産品の即売コーナー、体験コーナーなど多くの催しがあり、またステー
ジでは太鼓やバンドの演奏、エレクトーンの演奏、そして午後からは、大
阪中央青果のプロのせり人による品評会受賞農産物の「せり」や、恒例の
柿の皮むき大会が行われました。

■日　時　３月２日（日）13時30分～ 15時頃
■会　場　総合福祉センター　３階多目的ホール
■講　師　近畿大学文芸学部　藤井　弘章　教授
■定　員　100人（申込先着順）
■参加費　無料

■申込方法　上記申込フォーム・まちづくり課へ電話
■申込締切　２月27日（木）17時
■主　　催　紀美野町まちづくり推進協議会　
　　　　　　紀美野史発見部会
■後　　援　紀美野町教育委員会

きみのNEWS

ふるさと講座　～高野山麓における
カヤノキの歴史と民俗～のご案内

第19回紀美野町農林商工まつり・柿の市が
盛大に開催されました！

新しい地域おこし協力隊員が
着任！

問　まちづくり課
　　℡ ４９５‐３４６２

問　紀美野町農林商工まつり
　　実行委員会事務局(産業課内)
　　℡ ４８９‐５９０１

問　まちづくり課
　　℡ ４９５‐３４６２

◀
搾
り
機

◀
カ
ヤ
ノ
キ

申込フォーム
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■これまで
発送時期 掲載する診療月
５月下旬 前年10月～ 12月
１月下旬 前年１月～９月

■令和７年２月発送分から
発送時期 掲載する診療月
２月中旬 前年１月～ 12月

お
し
ら
せ

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
同
封
さ
れ

た
国
民
年
金
加
入
の
お
し
ら
せ
と
、
保
険
料

納
付
免
除
・
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
制

度
の
申
請
書
な
ど
が
届
き
ま
す
。（
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）

国
民
年
金
は
老
後
の
た
め
の
老
齢
基
礎
年

金
の
他
に
も
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
、
一

家
の
生
計
を
支
え
て
き
た
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
遺
族
基
礎
年
金

が
あ
り
ま
す
。

学
生
の
場
合
や
、
決
ま
っ
た
収
入
が
な
く

て
保
険
料
が
支
払
え
な
い
と
き
は
、
学
生
給

付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付
猶
予
が
あ
り
ま

す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
給
資

格
期
間
が
足
り
ず
年
金
を
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
必
ず
免
除
等
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　
℡ 
４
４
７
‐
１
６
６
０

　
　
住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

大
学
等
卒
業
後
、
奨
学
金
返
還
中
の
方
の

う
ち
、
左
記
①
、
②
を
満
た
す
方
に
、
年
間

最
大
24
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
方

②
３
月
31
日
時
点
で
30
歳
未
満
の
方

■
助
成
金
額

・
町
内
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
方

　
上
限
24
万
円
（
補
助
率
10
／
10
）

・
町
外
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
方

　
上
限
12
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

■
認
定
申
請
締
切　
１
月
10
日
（
金
）

※
認
定
申
請
お
よ
び
令
和
６
年
12
月
の
奨
学

金
返
還
完
了
後
、
交
付
申
請
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
交
付
申
請
期
間　

　
１
月
10
日
（
金
）
～
３
月
31
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
認
定
後
、
退
職
・
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、

ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
交
付
を
受
け
た
方
も
、
今
年
度
分

の
認
定
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

被
保
険
者
の
方
が
医
療
を
受
け
た
状
況
を

確
認
で
き
る
よ
う
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機
関

等
を
一
覧
に
し
た
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
５
月
と
１
月
の
年
２
回
発
送
し

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
２
月
よ
り
年
１

回
の
発
送
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
℡ 

４
２
８
‐
６
６
８
８

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
に
つ
い
て

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

２
月
中
旬
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

奨
学
金
返
還
助
成
事
業
の
認
定
申
請

１
月
10
日
（
金
）
が
締
切
で
す
！

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
は

１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。令

和
７
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
紀
美

野
町
に
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
税
務

課
ま
で
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
、

申
告
用
紙
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
と
は

　
　

個
人
や
会
社
で
事
業
を
行
い
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
等
の
こ
と

■
令
和
７
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
は

４
月
中
旬
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

年金機構ＨＰ

紀美野町HP

紀美野町HP
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■
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
贈
与
税

　
【
期　
限
】
３
月
17
日
（
月
）
ま
で

　
【
振
替
日
】
４
月
23
日
（
水
）
ま
で

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
主
）

　
【
期　
限
】
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

　
【
振
替
日
】
４
月
30
日
（
水
）
ま
で

問　

海
南
税
務
署

　
　
℡ 

４
８
２
‐
０
９
０
０

■
日　
時　
１
月
11
日(

土)

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
会　
場

【
和
歌
山
会
場
】

　
県
民
文
化
会
館 

４
１
１
会
議
室

　
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１

【
橋
本
会
場
】

　
伊
都
総
合
庁
舎 

３
階 

大
会
議
室

　
橋
本
市
市
脇
４
丁
目
５
‐
８

■
対
象
者

・
教
員
免
許
保
有
者
で
、
教
員
と
し
て
勤
務

し
た
経
験
の
な
い
方

・
過
去
に
教
員
と
し
て
勤
務
し
た
経
験
が
あ

り
、
講
師
等
の
任
用
を
希
望
す
る
方

■
内　
容　

　

学
校
現
場
の
様
子
や
給
与
・
福
利
厚
生
、

講
師
登
録
の
方
法
等
に
つ
い
て
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
申
込
方
法　
左
記
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

　
　
　
　
　
　
（
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。）

問　

和
歌
山
県
教
育
委
員
会

　

 　
（
小
中
学
校
）
紀
北
教
育
事
務
所

　
　
℡ 

４
４
１
‐
３
６
５
５

　

 　
（
県
立
学
校
）
教
職
員
課

　
　
℡ 

４
４
１
‐
３
６
６
０

く
だ
さ
い
。

問　

企
画
管
財
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

１
月
中
旬
か
ら
２
月
の
中
旬
に
か
け
て

「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の

農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
基
本
的
な

調
査
で
す
。

調
査
員
が
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
員
は
調
査
員
証
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
、
調
査

員
証
の
提
示
を
求
め
る
か
企
画
管
財
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
調
査
で
は
、
便
利
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

◎
申
請
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

◎
上
記
「
①
必
要
な
も
の
」
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
上
記
「
②
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
開
設
期
間

　

２
月
17
日
（
月
）
～
３
月
17
日
（
月
）

　
（
土
日
祝
を
除
く
）

■
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
　
　
相
談
開
始
は
９
時
～

※
来
場
者
数
に
よ
っ
て
早
め
に
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
場
整
理
券
を
事
前
発
行

　
　

会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
当
日
配
布

し
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
可

能
で
す
。
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
で
国
税
庁

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
友
達
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
令
和
７
年
１
月
か
ら
、
申
告
書
等
の
控
え

に
収
受
日
付
印
の
押
な
つ
を
行
い
ま
せ

ん
。
確
定
申
告
書
等
を
書
面
で
提
出
す
る

際
は
、
申
告
書
等
の
正
本
（
提
出
用
）
の

み
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
】

海
南
税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ お

し
ら
せ

ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
相
談
会
の

お
し
ら
せ

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

①
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
ス
マ
ホ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス
ワ
ー
ド
２

種
類
（
署
名
用
パ
ス
ワ
ー
ド
、
利
用
者
証

明
用
パ
ス
ワ
ー
ド
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の

失
効
や
有
効
期
限
切
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

③
確
定
申
告
書
の
作
成
・
送
信

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

　
（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か

　

ら
申
告
書
を
作
成
・
送
信

④
納
付
が
必
要
な
方
へ

　

国
税
の
納
付
は
、
便
利
な

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

　

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル

ス
マ
ホ
申
告
の
ご
利
用
手
順

申
請
会
場
へ
の
来
場
を
ご
検
討
の
方

令
和
６
年
度
分

確
定
申
告　
申
告
・
納
付
期
限

農林水産省ＨＰ申込フォーム

LINE友達追加

国税庁ＨＰ 詳しくはこちら

Android

iPhone
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令
和
６
年
度

定
住
促
進
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

し
た
方
は
、
３
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
申

請
を
完
了
し
な
い
と
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
令
和
７
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
に
要
件

を
満
た
す
方
は
、別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
企
画
管
財
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

■
対　
象

・
申
請
者
が
50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

　
（
費
用
負
担
は
申
請
者
本
人
ま
た
は
申
請

者
の
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
）

・
５
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

・
各
種
税
金
の
未
納
が
な
い
こ
と

・
玄
関
、
居
室
、
便
所
、
風
呂
及
び
台
所
を

備
え
た
居
住
用
の
部
分
の
面
積
が
50
㎡
以

上
あ
る
こ
と

■
補
助
の
対
象
と
な
る
要
件

・
住
宅
の
新
築
（
た
だ
し
、
費
用
が
２
５
０

万
円
以
上
の
場
合
に
限
る
）

・
住
宅
の
購
入
、
増
改
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム

（
た
だ
し
、
費
用
が
50
万
円
以
上
の
場
合

に
限
る
）

・
住
宅
建
築
用
の
土
地
の
購
入
（
土
地
の
購

入
の
み
の
場
合
は
補
助
不
可
）

■
補
助
金
額　
住
宅
：
５
万
円
～
60
万
円

　
　
　
　
　
　
土
地
：
最
大
50
万
円

※
各
種
要
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
補
助
件
数　
先
着
順

　
（
予
定
金
額
に
到
達
次
第
終
了
）

◎
必
要
書
類
の
説
明
や
要
件
の
確
認
を
行
う

た
め
、
必
ず
事
前
に
企
画
管
財
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
紀
美
野
町
移
住
推
進
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
補
助
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

◎
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
に
要
件
を
満
た

11
月
16
日
・
17
日
に
、「
き
み
の
地
域
づ

く
り
学
校
」
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「【
地
域

×
教
育
】
い
ま
子
育
て
世
代
が
地
域
に
求
め

る
教
育
と
は
？ -

教
育
移
住
の
視
点
か
ら-

」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

16
日
は
、
追
手
門
学
院
大
学
教
授
の
牧
野 

光
朗
氏
よ
り「
連
携
力
を
育
む
地
域
人
教
育
」

に
つ
い
て
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
長
の

山
上 

範
子
氏
よ
り
「
芸
術
、
舞
台
芸
術
を

中
心
に
お
い
た
地
域
人
教
育
の
実
践
」
に
つ

い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

17
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎
理
事
長
の
西

村 

早
栄
子
氏
の
基
調
講
演
「
森
が
僕
ら
の

よ
う
ち
え
ん
～
地
域
資
源
を
活
か
し
た
人
づ

く
り
」
に
引
き
続
き
、
西
村
氏
、
山
上
氏
、

一
般
社
団
法
人
う
つ
ほ
の
杜
学
園
設
立
準
備

会
代
表
理
事
の
仙
石 

恭
子
氏
、
鳥
取
県
政

策
戦
略
本
部
と
っ
と
り
み
ら
い
創
造
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
係
長
の
奥
野 

絵
美
氏
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
追
手
門
学
院
大
学
教
授
の
藤
田 

武
弘
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
お
迎
え
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
88

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、「
地
域
と
教
育
機
関
、

企
業
な
ど
が
う
ま
く
連
携
で
き
る
よ
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
力
も
つ
け
て
い
き

た
い
」、「
生
き
て
い
く
力
、
人
と
し
て
立
派

に
育
つ
こ
と
が
そ
の
後
の
人
生
が
豊
か
に
な

11
月
22
日
、
和
歌
山
県
浄
化
そ
う
協
会
よ

り
、
水
環
境
保
全
の
た
め
の
浄
化
槽
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
。合

併
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
は
た
ら
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
で
あ
り
、

そ
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的

な
保
守
点
検
と
清
掃
並
び
に
法
定
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
水
環
境

を
守
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持

管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

る
か
を
左
右
す
る
の
で
は
な
い
か
」、「
こ
ど

も
の
意
見
・
意
思
を
大
切
に
し
、
個
性
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
か
ら
５
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た

15
コ
マ
の
座
学
編
が
今
回
で
終
了
し
、
39
人

の
受
講
生
の
う
ち
、
希
望
し
た
13
人
の
受
講

生
が
12
月
末
日
ま
で
町
内
外
の
事
業
者
に
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
臨
み
ま
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

合
併
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
及
び
教
育
移

住
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

紀美野町HP

紀美野町HP
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■提出先　　　〒６４０－１２５１　紀美野町国木原５７７番地４　
　　　　　　　五色台広域施設組合 事務局（五色台聖苑内）
■受付期間　　１月７日（火）～２月４日（火）　８時30分～ 17時（12時～ 13時を除く）
■有効期間　　２年間（令和７年４月１日～令和９年３月31日まで）
　　　　　　　※令和６・７年度で申請書を提出している業者は、申請不要。ただし、建設工事にあっては
　　　　　　　　審査申請時点で最新の改正後の経営事項審査結果通知書・経営規模等評価結果通知書・総合
　　　　　　　　評定値通知書【写】を提出していただく必要があります。
■提出書類　　提出書類については、ホームページでダウンロードしていただけるほか、五色台広域施設組合

事務局でも配布しています。　ホームページ：http://goshikidai.jp
■申請方法　　持参または郵送（郵送の場合は受付期間内必着）【郵送】受付期間内必着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【持参】土・日及び祝日を除く

■提出先　　　〒６４０‐１１４１　紀美野町小畑１９８番地　国保野上厚生総合病院　事務局　総務課
■申請書宛名　国民健康保険野上厚生総合病院組合　管理者　小川　裕康
■受付期間　　１月６日（月）～２月７日（金）　８時30分～ 17時まで（12時～ 13時を除く）
■有効期間　　２年間（令和７年４月１日～令和９年３月31日まで）
　　　　　　　※令和６・７年度分に登録された業者は、申請不要です。
■提出書類　　提出書類については、ホームページでダウンロードしていただけるほか、国保野上厚生総合病

院事務局総務課でも配布しています。　ホームページ：http://www.nokami-hospital.jp
■申請方法　　持参または郵送（郵送の場合は受付時間内必着）【郵送】受付期間内必着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【持参】土・日及び祝日を除く

　申請書や申請に必要な書類は、インターネットの専用申請サイトにアップロードしていただき、紙での提出
は不要です。申請方法、提出書類等、詳細については町ホームページをご参照ください。
　町内業者の方で、インターネットでの申請が難しい場合は１月24日（金）までに企画管財課へご相談ください。
■電子申請サイト　BID-ENTRY　https://bid-entry.com/
■申請期間　１月９日（木）～２月５日（水）　電子申請サイトは、期間中24時間利用できます。
　　　　　　※ただし、メンテナンス等により、一時的に利用できないことがあります。
　　　　　　２月５日（水）までに申請手続が完了しなかった申請は、申請期間終了後に取り消されますので
　　　　　　ご注意ください。
■システム利用料　・町内業者（本社が町内にある業者）：無料
　　　　　　　　　・町外業者：１申請につき1,540円（税込）

【紀美野町】
令和７年度入札参加資格の受付

【五色台広域施設組合】
令和７・８年度入札参加資格の受付

【国保野上厚生総合病院】
令和７・８年度入札参加資格の受付

問　企画管財課
　　℡ ４８９‐５９１３

問　五色台広域施設組合　事務局
　　℡ ４８９‐５５０５

問　国保野上厚生総合病院 
　　事務局 総務課
　　℡ ４８９‐２１７８

紀美野町HP

五色台ＨＰ

厚生病院ＨＰ

事業者の皆さまへ

■申請書宛名
　五色台広域施設組合　管理者

■有効期間　１年間
　（令和７年４月１日～令和８年３月31日）
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　令和６年度に申請書を提出している町内業者（営業所等が町内にある業者含む）の方は「法人住民税又は町・
県民税」、固定資産税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料及び町民
税特別徴収分に未納のない証明書及び建設工事部門は審査申請時点で最新の経営事項審査結果通知書・経営規
模等評価結果通知書・総合評定値通知書を提出し、中間審査を受けることで令和７年度の１年間有効となりま
す。
　電子申請サイト（BID-ENTRY）の「変更申請」から必要書類をアップロードしてください。紙での提出は
不要です。提出様式は、町ホームページからダウンロードしてください。部門ごとに手続きが必要です。
■申請期間　１月９日（木）～２月５日（水）
　（インターネットでの手続きが難しい場合は１月24日（金）までに企画管財課へご相談ください。）

①令和７年度（令和６年分）給与支払報告書について
　法人、個人を問わず、令和６年中に給与等を支払われた方は、すべての従業員について、給与支払報告書（総
括表および個人別明細書）を作成し、関係市町村への提出が必要です。
　給与支払報告書は、給与所得者にとって町民税・県民税の申告に代わる重要な資料となりますので、正しく
記入のうえ期限までに必ず提出してください。
■提出期限　　１月31日（金）
■提出対象者　令和６年中に給与等の支払いをしたすべての従業員等（パート、アルバイト、法人役員等を含

む）が対象となります。青色事業専従者への給与（確定申告をしている場合も含む）に該当す
る場合や、源泉所得税がかからない場合であっても提出が必要となります。

■提出先　　　令和７年１月１日現在の従業員の住所地市町村（住民税担当課）
　　　　　　　※年の途中で退職された方については、退職時の住所地市町村

②個人住民税の特別徴収について
　和歌山県と県内の市町村は、全ての事業者を特別徴収義務者に指定し、個人住民税の特別徴収を徹底してい
ます。県と市町村が連携協力し、関係団体や事業主の皆さまに周知を図りながら取組を進めていますので、ご
理解とご協力をお願いします。
　「所得税の源泉徴収義務のある給与等の支払者」は、法人・個人を問わず特別徴収義務者として、全ての従
業員について個人住民税の特別徴収をしていただく義務があります。
　ただし、次のａ～ｄの方は普通徴収（従業員が自分で納付）とすることができます。給与支払報告書提出時
に「普通徴収切替理由書兼仕切紙」を添付のうえ、給与支払報告書摘要欄に次の略号を記載願います。（「普通
徴収切替理由書兼仕切紙」は町ホームページからダウンロードできます。）
ａ 退職者または給与支払報告書を提出した年の５月31日までの退職予定者
ｂ 給与が少なく、個人住民税を特別徴収しきれない者
ｃ 給与の支払期間が不定期（例：給与の支払が毎月ではない）
ｄ 他から支給される給与から個人住民税が特別徴収されている者（乙欄適用者）

町内業者の方へ【紀美野町】令和７年度
入札参加資格申請の中間審査について

給与支払報告書および
個人住民税の特別徴収について

問　企画管財課
　　℡ ４８９‐５９１３

問　税務課
　　℡ ４８９‐５９０５

紀美野町HP

紀美野町HP



2025.1 10

80
歳
・
90
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
保
た
れ
て
い
る
方
を
表
彰
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
表
彰
者
は
左
記
の
皆
さ
ま
で

す
。

■
８
０
２
０
達
成
者

　
大
北　
光
治
さ
ん

　
岡　
忠
枝
さ
ん

　
寺
中　
萬
喜
子
さ
ん

　
土
井 

邦
子
さ
ん

　
西
口　
榮
一
さ
ん

　
山
本　
シ
ズ
ヨ
さ
ん

　
山
本　
弥
生
さ
ん

■
９
０
２
０
達
成
者

　
瀨
畑　
艶
子
さ
ん

　
滝
垣
内　
嘉
代
子
さ
ん

　
山
下　
曻
造
さ
ん

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
口
の
健
康

の
秘
訣
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

・
３
食
後
し
っ
か
り
歯
を
み
が
く
こ
と

・
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も
よ
く
か
ん

で
食
べ
る
こ
と

・
サ
ロ
ン
や
仕
事
で
体
を
動
か
す
こ
と

こ
れ
ら
を
ご
参
考
に
、
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

歯
を
失
う
最
大
の
要
因
は
、
痛
み
も
な
く

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
「
歯
周
疾

患
」が
原
因
で
す
。
歯
垢
や
歯
石
が
原
因
で
、

歯
肉
に
腫
れ
や
出
血
が
起
こ
り
、
歯
が
動
い

た
り
抜
け
た
り
す
る
生
活
習
慣
病
で
、
近
年

若
い
世
代
で
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
20
・
30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳
に

な
る
方
を
対
象
と
し
、
５
月
に
無
料
受
診
券

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
検
診
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
お
受

け
く
だ
さ
い
。
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

る
と
見
込
ま
れ
る
方

※
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
全
員
に
届
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
通
知
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

①
差
額
通
知
に
お
け
る
「
自
己
負
担
額
」
と

は
、
薬
代
の
み
を
指
し
ま
す
。
窓
口
で
の

お
支
払
い
額
に
は
、
技
術
料
・
管
理
料
等

の
別
途
費
用
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
際
の
お
支
払
い
額
と
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
通
知
書
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
る
と
薬
代
が
安
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
一
つ
の
新
薬

に
対
し
て
複
数
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
、

価
格
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
が

実
際
の
軽
減
額
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る

た
め
、
目
安
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

お
し
ら
せ

８
０
２
０・
９
０
２
０
（
は
ち
ま
る

に
い
ま
る
・
き
ゅ
う
ま
る
に
い
ま
る
）

達
成
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
し
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬
（
先

発
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
、
同
じ
有
効
成

分
で
つ
く
ら
れ
る
薬
の
こ
と
で
す
。
新
薬
の

成
分
を
使
用
す
る
た
め
、開
発
費
が
い
ら
ず
、

低
コ
ス
ト
・
短
時
間
で
の
製
造
が
可
能
で
、

安
価
な
う
え
、同
じ
成
分
の
た
め
、効
き
目
・

安
全
性
は
新
薬
と
同
等
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
ど
の
医
療
機
関

で
も
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
病
院
ま
た
は

薬
局
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
し
ら
せ

（
差
額
通
知
）
に
つ
い
て

町
で
は
、
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
薬
代
軽
減
の
た
め
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
関
す
る
お
し
ら
せ
」
を
定
期
的
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
ご
利
用
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

■
通
知
の
対
象
と
な
る
方

　
　
該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
新
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合
、
薬
代

の
自
己
負
担
額
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ

紀美野町HP

紀美野町HP

おめでとうございます！

お
詫
び

先
月
号
２
頁
の
「
紀
美
野
町
で
頑
張
る
人

を
応
援
し
ま
す　
12
」
本
文
３
段
目
の
問
合

せ
先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

誤　

ま
ち
づ
く
り
課 

℡ 

４
８
９
‐
３
４
６
２

正　

ま
ち
づ
く
り
課 

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

Vol
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フ
ッ
素
塗
布
・
歯
科
健
診
の
お
し
ら
せ

歯
科
優
良
表
彰
に
つ
い
て

こ
ど
も
の
栄
養　

免
疫
力
を
高
め
る
食
事
！

保
護
者
の
た
め
の
学
習
会

心
身
と
も
に
ス
ト
レ
ッ
チ

～
毎
日
続
け
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
向
上
～

紀
美
野
町
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
不
登
校
や
発
達
障
害
等
で
悩
み
を
抱
え

て
い
る
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
保
護
者

の
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
５
回
は
、
毎
日
続
け
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
向
上
と
い
う
趣
旨
で
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、理
学
療
法
士
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
梅
原
雅
之
氏
よ

り
毎
日
続
け
ら
れ
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
に

つ
い
て
学
び
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
学
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
日
頃
の
悩
み
や

不
安
を
軽
減
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
２
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
こ
ど
も
の
不
登
校
や
発
達
等
で

悩
ん
で
い
る
保
護
者（
父・母・祖
父
母
等
）

■
内　
容　
心
身
と
も
に
ス
ト
レ
ッ
チ

■
服
装
・
持
ち
物　
運
動
で
き
る
服
装
・
お

茶
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

■
申
込
期
限　
２
月
18
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
方
法　
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
こ
か
」
ま
た
は
子
育
て
推
進
課
へ
電

話　
（
電
話
番
号
は
右
に
記
載
）

生
涯
健
康
な
歯
で
過
ご
す
た
め
に
、
毎
日

の
歯
磨
き
、
正
し
い
食
習
慣
、
定
期
的
な
検

診
で
虫
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
フ
ッ

素
を
乳
歯
や
生
え
始
め
の
永
久
歯
に
塗
布
す

る
こ
と
で
歯
の
質
を
強
く
し
、
虫
歯
の
予
防

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
２
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
受
付

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

■
対
象
者

　
歯
科
検
診 

す
べ
て
の
町
民
の
方

　

フ
ッ
素
塗
布 

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
の
フ
ッ
素
洗
口
を
し
て
い
な

い
こ
ど
も

■
申
込
期
限　
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
方
法

①
申
込
書
を
提
出
（
提
出
先
：
子
育
て
推
進

課
・
き
み
の
こ
ど
も
園
・
こ
う
の
こ
ど
も

園
）
※
申
込
書
は
各
提
出
先
に
設
置

②
子
育
て
推
進
課
に
電
話

③
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込

■
そ
の
他

・
申
込
者
に
は
受
診
票
等
を
送
付
し
ま
す
。

・
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
ず
ら

し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

町
で
は
、
町
内
小
学
校
６
年
生
で
虫
歯
の

な
い
お
子
さ
ま
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
者
は
35
人
で
し
た
。

寒
さ
の
厳
し
い
季
節
、
風
邪
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
ら
体
を
守
る
た
め
に
免
疫
力
を
高

め
ま
し
ょ
う
。
免
疫
力
と
は
、
体
を
守
っ
て

く
れ
る
力
の
こ
と
で
す
。
特
定
の
食
品
で
免

疫
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
旬

の
食
材
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

申込フォーム

■
子
育
て
推
進
課　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

■
紀
美
野
町
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　
「
き
こ
か
」

　
専
用
電
話　
℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

子
育
て
支
援
だ
よ
り
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高
血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
を
通
る
際
に

血
管
壁
に
与
え
る
圧
力
が
正
常
よ
り
高
く
、

慢
性
的
に
続
く
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

高
血
圧
に
な
る
と
血
管
に
常
に
負
担
が
か
か

る
た
め
、
血
管
壁
が
傷
つ
き
、
血
管
の
柔
軟

性
が
な
く
な
り
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

自
分
で
は
気
が
付
き
に
く
い
の
で
、
毎
年
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
ま

た
、
家
庭
用
血
圧
計
を
購
入
し
、
自
宅
で
毎

日
測
定
し
、
記
録
す
る
こ
と
も
高
血
圧
予
防

に
は
重
要
で
す
。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
１
月　
８
・
15
・
22
・
29
日

■
対
象
者　
町
民

■
内　
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
食
事

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
血
圧
測

定
、尿
検
査
、骨
密
度
測
定
、イ
ン
ボ
デ
ィ

（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
】

フ
レ
イ
ル
を
進
行
さ
せ
る
要
因
の
代
表
的

な
も
の
に
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
ロ
コ
モ
）」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ロ
コ
モ
は
、

骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
に
問
題
が

起
こ
り
、「
立
つ
」、「
歩
く
」
と
い
っ
た
日

常
的
な
運
動
機
能
や
、
移
動
機
能
が
低
下
し

た
状
態
で
、
転
倒
や
骨
折
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。
本
町
の
要
介
護
認
定
の
新
規
申
請
理

由
を
見
て
も
、
認
知
症
に
続
い
て
転
倒
骨
折

に
よ
る
申
請
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ロ
コ
ト
レ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
】

筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
運
動
が
、
日
本
整
形
外
科
学
会

か
ら
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ

コ
ト
レ
）
と
し
て
次
の
２
つ
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

★
下
肢
筋
力
を
つ
け
る
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」

下
半
身
の
筋
力
が
ア
ッ
プ
す
る
と
、「
立

つ
」、「
座
る
」
と
い
う
日
常
生
活
動
作
が
安

定
し
ま
す
。

肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に
足
を
開
き
、
膝
が

つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な
い
よ
う
に
曲
げ
、
そ

ま
ま
椅
子
に
腰
か
け
る
よ
う
に
お
し
り
を
上

下
に
動
か
し
ま
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
出
来
な

い
場
合
は
、
椅
子
に
腰
を
か
け
、
机
に
両
手

を
つ
い
て
立
ち
座
り
動
作
を
繰
り
返
し
ま

し
ょ
う
。

★
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
つ
け
る
「
片
足
立
ち
」

片
足
立
ち
を
す
る
と
、
足
に
は
通
常
の
２

倍
の
重
力
が
か
か
り
、
太
も
も
の
付
け
根
の

筋
肉
や
骨
を
強
く
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。机

な
ど
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
床
に
つ
か

な
い
程
度
に
片
足
を
上
げ
ま
す
。
支
え
が
必

要
な
人
は
両
手
を
つ
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
の
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
有
酸
素
運
動
と
ロ
コ
ト
レ
の
よ
う
な
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
運
動
と
な
り
ま
す
。

健
康
相
談
の
お
し
ら
せ

高
血
圧
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時
（
役
場
代
表
）

　
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

　

健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々

な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

健
康
長
寿
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防

〜
百
歳
ま
で
い
き
い
き
生
活
〜
そ
の
⑤

保
健
福
祉
だ
よ
り
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
守
り
た
い　

未
来
が
あ
る
か
ら　

火
の
用
心
」

令
和
６
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当

消
防
署
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11
月
11
日
に
交

通
安
全
母
の
会　
会
長
の
松
本
鈴
枝
さ
ん
を

一
日
消
防
署
長
と
し
て
お
迎
え
し
、
職
員
の

士
気
の
高
揚
と
火
災
予
防
啓
発
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、「
消
火
栓
」や「
防
火
水
そ
う
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ
ら
は
、
消
火
活
動

に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
火

災
発
生
時
、
消
火
に
必
ず
必
要
と
な
る
水
を

消
防
隊
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
そ
う
」
は
道
路

脇
や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
位
置
を
示
す
た
め
、
標
識
を
掲
げ
て
い
る

も
の
、
路
上
や
フ
タ
に
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
消
防

水
利
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
プ
ー
ル
、

池
、
井
戸
、
河
川
な
ど
も
、
消
火
活
動
に
使

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
消
防
水
利
等
の

周
辺
は
、
道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
消
防
水
利
の
周
辺
の
駐
車
禁
止
場
所

①
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

②
消
火
用
防
火
水
そ
う
の
吸
水
口
若
し
く
は

吸
管
投
入
孔
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部

分
③
消
火
用
防
火
水
そ
う
の
側
端
又
は
こ
れ
ら

の
道
路
に
接
す
る
出
入
口
か
ら
５
メ
ー
ト

ル
以
内
の
部
分

11月の消防の動き
●火災発生件数…0件

【事故種別搬送人員】

消
火
栓
や
消
防
水
利
の
標
識
付

近
の
駐
車
に
注
意
！

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

2
月
2
日
（
日
）
で
す

救
急
コ
ー
ナ
ー　
『
気
道
異
物
』

一
日
消
防
署
長

定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
職
場
、
学
校
、
自
治
会

等
団
体
で
の
お
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
１
月
23
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　
警
防
課

　
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２

気
道
異
物
は
、
呼
吸
困
難
か
ら
窒
息
、
最

悪
の
場
合
、
生
命
の
危
険
を
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
窒
息
し
て
い
る
人
を
見
つ
け

た
ら
１
１
９
番
通
報
す
る
と
と
も
に
、
次
の

①
、
②
の
方
法
で
異
物
除
去
を
試
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
咳
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
咳
を
続

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
腹
部
突
き
上
げ
法

　
　
窒
息
し
て
い
る
人
の
後
ろ
か
ら
抱
き
か

か
え
る
よ
う
に
腕
を
回
し
片
手
で
握
り
こ

ぶ
し
を
つ
く
り
親
指
側
を
へ
そ
よ
り
上
で

み
ぞ
お
ち
よ
り
下
に
あ
て
、
も
う
一
方
の

手
で
素
早
く
手
前
上
方
に
圧
迫
す
る
よ
う

に
突
き
上
げ
る
方
法
で
す
。

※
妊
婦
に
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
背
部
叩
打
法

　
　
窒
息
し
て
い
る
人
の
肩
甲
骨
の
間
を
手

の
付
け
根
で
力
強
く
何
回
も
連
続
し
て
叩

き
ま
す
。

　
　
小
さ
な
こ
ど
も
は
腕
に
持
ち
、
下
を
向

か
せ
て
背
部
叩
打
法
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
　
意
識
が
な
い
場
合
や
異
物
を
除
去
で
き

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　内 管　外 合　計

急 病 35（3） 0（0） 35（3）

一 般 負 傷 5（0） 0（0） 5（0）

交 通 事 故 4（1） 0（0） 4（1）

そ の 他 1（0） 0（0） 1（0）

合 計 45（4） 0（0） 45（4）

ず
意
識
を
失
っ
た
場
合
、
直
ち
に
心
肺
蘇

生
法
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

街頭啓発
一日消防署長

松
まつもと
本　鈴

すず
枝
え
　さん
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紀美野ふれあいマラソン大会　開催

紀美野町ゲートゴルフ協会町長杯結果

12月15日にのかみふれあい公園で第19回紀美野ふれあい
マラソン大会を開催しました。

晴天に恵まれ、約580人のランナーが激坂を駆け抜けまし
た。また、ゲストランナーの谷本道哉さんが大会を盛り上
げてくれました。大会運営にご協力いただいた、たくさん
のボランティアの皆さまありがとうございました。

あけましておめでとうございます。
令和7年は巳年です。巳は古来から神様の使いとして大切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから

不老不死のシンボルとされており、復活と再生、新しいことが始まる年、実を結ぶ年などの意味があります。
昨年の１月１日には、能登半島地震があり、多くの方が被災され、今なお復興に向けて取り組まれていま

す。いろいろな災害による被害が１日も早く復興し生活が元通り再生されますように、お祈りするとともに、
今年は、自然災害がなく平和な年でありますように心から願います。
さて、今年の４月にはいよいよ紀美野中学校が開校します。小学校３校と中学校１校で、紀美野町のこど

もたちの義務教育を司ります。小学校は地域に根差した、地域の人たちみんなが先生と言えるような教育が
実践できれば、こどもたちの心にふるさとが強く根付くようになると思います。中学校では町内の同級生や、
先輩後輩と共に活動したり学習したりすることにより、紀美野町の将来について共に考え、行動できる仲間
を育んでほしいと願います。紀美野中学校は、野上中学校と美里中学校の伝統と校風を受け継ぎ、新たな校
風と文化を創造していきます。
また、学校給食センターも９月から稼働予定です。こどもたちにおいしい給食を届けるために、調理員の

人たちも楽しみにしてくれています。学校では、さらに充実した食育教育にも取り組みます。
私たちの前には課題が山積していますが、社会教育の場でも学校教育の場でも、共に安心して学べるより

よい環境の整備と質の向上に地道に努めて参りますので、皆さま方のより一層のご支援ご協力をお願い申し
上げます。
令和７年が皆さまにとって、幸多き年となりますようにお祈り申し上げます。

教育長　東中　啓吉

12月６日に農村総合センターゲートゴルフ場で町長杯を開催しました。
27人にご参加いただき、大いに盛り上がる大会となりました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）

■男性の部　　　　　　　　　　■女性の部
　優　勝　岩本　純一　　　　　　優　勝　岩﨑　美穂
　準優勝　中部屋　惠司　　　　　準優勝　硲　艶子
　第３位　宗和　宏禎　　　　　　第３位　西　くみ子

皆さんもゲートゴルフ、はじめてみませんか？

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

ふれあいネット生涯学習情報生涯学習情報



2025.115

志賀野地区公民館　作品展示会

中央公民館　多肉植物寄せ植え教室

小川地区公民館　春の寄せ植え教室（２回開催）

【和ろうそく作り】
明治時代、志賀野地区を支える大きな産業だったハゼ栽培
そのブドウハゼの実から和ろうそく作りを体験してみませんか？

展示のほかに、お茶席と和ろうそく体験会を開催します。皆さまお誘いあわせのうえ、お越しください。
日　時：２月１日（土）10時～ 16時　２月２日（日）10時～ 15時
展　示：サークル、こども、一般、サロン
お茶席：１日 11時30分～　お菓子が無くなり次第終了
体　験：和ろうそく作り（無料） １日、２日 13時より開始（各日５人）
　　　　※事前申込　１月10日（金）より先着順
問合せ：志賀野地区公民館 ℡ 489 ‐5145（火曜・祝日を除く13時～ 17時）
※広く一般の方の作品も募集します。１月10日（金）までにご連絡ください。

日　時：１月29日（水）10時～ 11時30分
場　所：きみのこども園（おゆうぎ室）
講　師：中原　瞳　氏
対　象：町内在住の乳幼児と保護者
　　　　※１月17日（金）までに教育課　℡ 489 ‐5915 へお申し込みください。

参加者募集！

参加者募集！

日　　時：１月23日（木）13時30分～ 15時30分
場　　所：中央公民館　工芸美術室　対　象：大人
定　　員：10人（先着順）　参加費：1,000円
持 ち 物：ピンセット（貸出可）
講　　師：中央公民館主事 藤田
応募期間：１月６日（月）～１月20日（月）
応 募 先：中央公民館　℡ 489 ‐2877（火曜・祝日を除く９時～ 17時）

日　　時：①２月３日（月）13時30分～ 14時30分
　　　　　②２月８日（土）19時30分～ 20時30分　※どちらも同じ内容です。
場　　所：小川地区公民館　対象：大人
定　　員：①②あわせて10人（先着順）※５人未満の場合は開催しません。
参 加 費：2,000円　※キャンセルの場合でも参加費は返金せず、材料をお渡しします。
持 ち 物：スコップ・袋または入れ物
服　　装：汚れても大丈夫な服、もしくはエプロン持参
講　　師：花屋　かしを　樫尾啓太　氏
応募期間：１月６日（月）～１月20日（月）
応 募 先：小川地区公民館　℡ 489 ‐4511（火曜・祝日・振替休日除く13時～ 17時）

家庭教育学級「たんぽぽふれあい学級」
親子ヨガ体験教室



2025.1 16

■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
架
空
犯
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
圭
吾　
著

「
ゆ
ら
し
て
ゆ
ら
し
て
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

「
ラ
イ
オ
ン
の
く
に
の
ネ
ズ
ミ
」　　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
こ
れ
ぞ
副
菜
２
８
０
品
」　　
　
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ　
出
版

「
も
の
の
け
し
ょ
く
ど
う　
う
ら
め
し
や
」　　
　
　
児
童
書

「
ふ
り
す
ぎ
ち
ゅ
う
い
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
ア
ル
プ
ス
席
の
母
」　　
　
　
　
　
　
　
　
早
見
和
真　
著

「
首
木
の
民
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誉
田
哲
也　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
迷
惑
な
終
活
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
館
牧
子　
著

「
み
を
つ
く
し
料
理
帖
」
シ
リ
ー
ズ
１
２
冊　

高
田
郁　
著

「
巨
大
地
震
の
サ
バ
イ
バ
ル
」　　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

終
電
の
鉄て

つ
ろ路
の
響
く
夜よ

寒さ
む

か
な　
　
　
　
　

山
本
隆
之

香こ
う
え
ん煙
の
真
上
に
上
が
る
小こ

春は
る

か
な　
　
　

手
拝
な
を
み

稲い
ね

刈か

る
を
止や

め
て
話
の
ま
だ
続
く　
　
　
　

今
野
昭
子

老
犬
の
寝
息
確
か
め
夜よ

寒さ
む

か
な　
　
　
　
　

上
中
史
子

秋
の
雨
止
み
て
四
国
の
山
浮
か
ぶ　
　
　
　

奥
田
吉
彦

ベ
ラ
ン
ダ
に
甘
き
香
り
や
柿
す
だ
れ　
　
　
　

前　

廣

ス
ー
パ
ー
の
真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
瑞み

ず
み
ず瑞
し

　

津
軽
の
風
と
匂
い
も
並
び　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

歳
月
を
思
わ
し
め
い
る
手
を
さ
す
る

　

こ
の
シ
ミ
シ
ワ
を
疎
む
こ
と
な
く
じ
っ
と
手
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

散
り
て
ゆ
く
木
蓮
の
葉
の
わ
び
し
さ
よ

　

一
世
栄
え
し
思
い
も
あ
ら
ん　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

柿
畑
に
腰
を
伸
ば
し
て
寝
こ
ろ
べ
ば

　

秋
い
っ
ぱ
い
の
空
が
見
て
い
る　
　
　

西
佐
古
祐
子

歌　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
室
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

第
１
２
２
回　
児
童
生
徒
絵
画
展
示

【
３
０
０
冊
】　
松
本
陽
莉
（
下
神
野
小
４
年
生
）

☆
み
な
さ
ん
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
役
場
本
庁
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）
は
た
や
ま
あ
す
な
・

お
お
ひ
が
し
み
の
り
・
は
ま
だ
な
お
・
は
た
し
さ
り

（
野
上
小
学
校
）
中
濱
充
梛
・
中
尾
心
美
・

　
フ
ァ
ン
ダ
ン
ベ
ト
ア
イ
ン
・
河
野
さ
く
ら
・
水
本
成
美
・

　
川
口
幹
騎
・
吉
田
風
花

（
野
上
中
学
校
）
井
谷
色
葉
・
児
玉
姫
愛
・
藪
陽
斗
・

　
桑
山
み
の
り

【
中
央
公
民
館
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）
き
た
は
ら
お
と
・
な
か
が
わ
み
ず
き

　
な
か
た
に
ひ
な
た
・
い
し
だ
き
い
ち

（
野
上
小
学
校
）
反
保
謙
・
吉
本
い
ち
か
・
大
東
愛
未
・

　
山
本
実
歩
・
阪
口
輪
久
・
芝
﨑
琥
央

（
小
川
小
学
校
）
東
本
乃
綺
・
上
久
保
暖
・
中
谷
颯
良
・

　
東
本
隆
磨
・
大
西
凰

（
野
上
中
学
校
）
今
田
悠
月
・
川
本
陽
南
子
・
新
谷
祐
太
・

　
田
尻
真
菜
・
中
谷
梨
愛
・
加
納
沙
姫
・
黒
土
心
寛
・

　
新
谷
優
竜
・
増
田
風
香
・
水
谷
優
奈
・
妙
瀬
田
怜
愛

【
美
里
支
所
】

（
下
神
野
小
学
校
）
中
浦
宗
馬
・
松
本
陽
莉

（
美
里
中
学
校
）
新
谷
圭
太
・
谷
口
奈
津
実
・
森
本
佳
秀

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

（
こ
う
の
こ
ど
も
園
）
さ
か
も
と
は
や
て
・
い
な
み
ゆ
う
か

（
下
神
野
小
学
校
）
中
谷
宇
旅
・
田
下
裕
大
・
森
本
菜
月
・

　
山
下
オ
リ
ー
駿
・
大
野
佑
真
・
古
阪
眞
那
斗

（
美
里
中
学
校
）
林
百
花
・
中
前
友
里

■
展
示
期
間　
令
和
７
年
２
月
７
日
ま
で

※
土
・
日
に
役
場
本
庁
に
来
ら
れ
る
方
は
、
中
央
公
民
館
ま

で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館　

　
８
日　
お
正
月
遊
び

　
15
日　
お
も
し
ろ
カ
ー
ド
作
り

　
22
日　
な
わ
と
び
遊
び

　
29
日　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　
８
日　
お
正
月
遊
び

　
15
日　
な
わ
と
び
遊
び

　
22
日　
モ
ル
ッ
ク
を
し
よ
う

　
29
日　
お
休
み

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　
１
月　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

夜
寒
は
秋
の
季
語
で
、
夜
に
感
じ
る
寒
さ
の
こ
と

で
あ
る
。
終
電
の
時
刻
は
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

近
隣
の
路
線
で
は
23
時
前
後
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
頃

は
、
周
囲
も
静
か
で
列
車
が
通
り
過
ぎ
る
と
き
の
線

路
の
振
動
や
音
に
一
層
寒
さ
を
感
じ
る
も
の
で
あ

る
。



2025.117

閉校記念イベント・ホームカミングデー　　　— 美里中学校 —学　校
だより

去る10月19日（土）・20日（日）に閉校記念イベント「ホームカミングデー美里中学校」を開催いたしまし
た。卒業生や地域の皆様には、生徒達の学習発表をご鑑賞いただき、ありがとうございました。また、黒板アー
ト前での記念撮影や卒業アルバムを囲みながら当時の思い出を振り返り、懐かしいひとときを過ごしていた
だきました。この２日間で約200人の方々が来校され、遠くは京都や兵庫から来られた方もいました。３月の
閉校式に向けて、運動場の道路側および体育館内に横断幕を掲示しています。「美中」を愛し支えてくださる
皆さま、閉校を迎える日まで引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。

野上招待少年サッカー大会・紀美野町「お別れ」少年野球大会

大会準優勝！

近畿大会出場！

天文台の団体利用状況　　　— 研究員　硲間拓郎 —天文台
だより

昨年は団体利用が多く、こども園・小中高の学校・こども会や大人ばかりの
団体等と、町内外の幅広い年齢層の方々から、ご利用いただきました。だんだ
んとご新規の団体も増えてきています。

11月16日・17日に2024年野上招待少年
サッカー大会が開催され、野上JSCはU-10
の部、U-12の部でともに第６位でした。
また、11月23日に令和６年度紀美野町「お
別れ」少年野球大会が開催され、野上少年
野球クラブは見事優勝でした。

11月24日に開催された令和６年度海南海草支部お別れ大会B級に出場
した野上少年野球クラブが熱戦を繰り広げ、見事準優勝しました。

町内在住で海南高等学校２年生の武部慧さんが400ｍハード
ルの県大会で優勝され、第57回近畿高等学校ユース陸上競技対
校選手権大会でも見事１位を勝ち取りました。
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おしらせ

紀美野町HP

■資料閲覧場所
　紀美野町役場総務課、美里支所住民室、各出張所、
　総合福祉センター、町ホームページ掲載
■閲覧・ご意見募集期間　１月24日（金）まで
■提出方法
　①書面・電子データ
　　閲覧場所に設置の意見提出用紙にご記入のうえ、持

参、郵送、FAX、電子メールのいずれかによりご提
出ください。

　②ホームページで案内するフォームから提出ください。
　※口頭および電話によるご意見の受付はいたしません。
　※上記の方法がむずかしい場合はご相談ください。

■ご意見の取扱い
・いただいたご意見への個別の回答は行いません

がパブリックコメントの結果を取りまとめ、後
日公表します。その際、個人が特定される情報

（氏名、住所、連絡先等）は公表しません。
・いただいたご意見は原則として公表しますが、

特定の個人や団体等の権利等を害するおそれの
ある内容が含まれるものなど、公表することが
適当でないと判断される場合には、その全部ま
たは一部を公表しないことがあります。

投票区・投票所再編計画（案）について
皆さまのご意見を募集しています

紀美野町人権講演会を開催します！
(第64回町民大学講座・町PTA連合会共催)

問　選挙管理委員会
　　（総務課内）
　　℡ ４８９‐５９１２

問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

　紀美野町選挙管理委員会「紀美野町投票区・投票所再編計画（案）」をとりまとめましたので、広く町民の
皆さまからのご意見をいただくためにパブリックコメント（意見募集）を実施しています。

■演　題　　ＬＧＢＴを理解する
　　　　　　～日本社会の中でマイノリティであること～　　　　　
■講　師　　東 小雪 氏
　　　　　　（公認心理師/ＬＧＢＴアクティビスト/元タカラジェンヌ） 
■日　時　　２月８日（土）14時開演　※30分前開場予定
■会　場　　紀美野町文化センター（紀美野町神野市場２１７番地）
■講師プロフィール
　1985年、石川県生まれ。
　公認心理師/ＬＧＢＴアクティビスト/元タカラジェンヌ
　東京ディズニーシーで初の同性結婚式を挙げ、
　日本初の同性パートナーシップ証明書を取得。（2017年に解消）
　ＬＧＢＴ・女性の生き方・自殺対策など講演や企業研修を行う。
　著書に『なかったことにしたくない 実父から性虐待を受けた私の告白』『同性婚のリアル』など多数。
■入場無料
■全席指定席
■入場券　　１月10日（金）９時30分から配布開始
　　　　　　（９時30分～ 17時の間に配布します。おひとり様２枚まで）
■配布場所　①中央公民館（火曜・祝日は休館日）　　②文化センター（月曜・火曜は休館日）



1月

11月の人口の動き（令和６年11月１日～ 30日）　転入6人　転出12人　出生5人　死亡16人

総人口　7,731人（−17）［男 3,597人（−2）女 4,134人（−15）］
世帯数 3,965世帯（−14）　　紀美野町面積　128.34㎢

2025.119

行事名 日　時 開催場所 問合せ先（０７３）

移動町長室 23日（木） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 23日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 15日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センターAOI
障害者相談支援事業所らん

489 - 2908
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放
８日（水）・22日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

８日（水）・15日（水）・22日（水）
29日（水）　10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

10日（金）
９時30分～ 11時30分 文化センター

子育て支援センター

※育児相談は、希望さ
れる方法（来所・電
話・訪問）にてお受
けしています。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

15日（水）
９時30分～ 11時 子育て支援センター

コアラ教室・たんぽぽ
ふれあい学級コラボ

29日（水）
９時30分～ 11時30分 きみのこども園

「野いちごの会」による絵本
の読み聞かせ 14日（火）10時30分～

子育て支援センター
クラフト教室 21日（火）10時～ 12時
育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 12日（日）・17日（金）・
26日（日）11時～ 12時 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行） 27日（月）

９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・肝炎ウイルス検査
検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 ８日（水）13時30分～
27日（月）14時00分～

骨髄バンクドナー登録検査 27日（月）10時30分～ 11時30分
医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

献　血 23日（木）10時～ 12時 総合福祉センター 保健福祉課 489 - 996023日（木）13時30分～ 16時 紀美野町役場

居場所　きみのスマイル ８日（水）・22日（水）
10時～ 15時

ゲストハウス
「のぞみ」

子育て推進課
（こども家庭支援センター）

080 - 8900 -
5910

紀美野町の人口
【令和6年11月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

：問い合わせ先までご予約ください。行事・相談のおしらせ

募集職種 勤務場所 募集人数 応募資格 報　酬 募集期間

介護認定
調査員 保健福祉課 １人

・パソコン操作（ワード等）
・普通自動車運転免許（AT限定可）
・准看護師・看護師・保健師・助産師の
　いずれかの資格を有するもの

時給
1,474円

１月20日（月）
まで

■会計年度任用職員から常勤職員への切り替えはありません。また、次回の任用更新は確約されていません。
■任用期間　採用日～令和７年３月31日（月）
■詳細は町ホームページをご覧ください。　■上記申込フォームからインターネット申込もできます。

会計年度任用職員の募集
▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
紀
美
野
町
Ｈ
Ｐ

問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０
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広 告

ハローワークかいなん　
マザーズミニ面談会のおしらせ

仕事と子育てを両立したい方、育児中で仕事にブランクがある方等を対象に、仕事・子育ての両立がしやす
い事業所の個別相談・面談会を開催します。「仕事内容や職場の雰囲気を知りたい」など相談だけでも参加Ｏ
Ｋ！採用担当者と直接お話できます。お気軽にご参加ください。※各企業の参加時間帯等、詳細についてはハ
ローワークかいなんへお問い合わせください。

■場　所　海南ノビノス　多目的室
■日　時　１月17日(金)　午前　10時～ 12時
　　　　　　　　　　　 午後　13時30分～ 15時30分

■その他
★お子さまとの同席可　★服装自由　★履歴書不要
★当日参加可能　　　　★育児中の男性も歓迎

問　ハローワークかいなん　職業紹介部門
　　℡ ４８３‐８６０９

岡
おかもと
本　紬

つむ
希
ぎ
ちゃん

令和６年１月生
「紬希の笑顔は世界一♥」

お子さんの成長を
掲載しませんか？

広報誌の発行月に誕生日を迎える
町内の満１～３歳のお子さんの写真
を募集しています。

詳しくはホームページをご覧くだ
さい。
問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

荒
あら
木
き
　瞳

と
生
う
子
こ
ちゃん

令和４年１月生
「一緒に色んな事に
挑戦していこうね！」

紀美野町HP 申込フォーム

1月

3歳 1歳


